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←松本 新宿→甲府駅南口の利用方法が
一部変わります

検 索山梨　都市計画
●問い合わせ先／都市計画課
　　　　　3055-223-1717 5055-223-1724

9月7日から
　路線・高速バス乗降場が、全て公共交通ロータリー内に移ります。
　駅東側方面を行き来する車両は対面通行となり、転回できません。

自殺予防推進大会を開催
　「あるがままに生きる～今を生き抜
く、ストレス対処～」を大会テーマとし
て、開催します。
▶日時／9月14日（水）
　　　　午後1時30分～4時
▶場所／甲府市総合市民会館
▶内容／講演「不安との上手な付き合い
　方  ̶今夜、よく眠れるように̶」（講
　師：認知行動療法研修開発センター
　理事長 精神科医 大野裕氏）、民間団
　体・県の取組紹介など
※参加無料
●問い合わせ先／障害福祉課
  3055-223-1495 5055-223-1464

やまなし女性国際セミナー
　男女共同参画社会を推進していくリ
ーダーを養成するための講演会です。
▶日時／9月15日（木） 
　　　　午後1時30分～4時
※10月、12月にも開催予定
▶場所／男女共同参画推進センター
　　　　「ぴゅあ総合」（甲府市）
▶内容／講演「命をみつめて」（講師：ど
　ちペインクリニック理事長 土地邦彦氏）
▶申し込み／電話、ファクス、メール（当
　日参加も可能）
※参加無料  ※男性も参加可能
●問い合わせ先／社会教育課
  3055-223-1772 5055-223-1775

検 索やまなし女性国際セミナー

下水道まつりを開催します
　下水道の仕組みや正しい使い方を楽
しく学べるイベントです。
▶日時／9月10日（土）
　　　　午前10時～午後2時
▶場所／桂川清流センター（大月市）
▶内容／施設見学会、水質実験、ミニ下
　水道展、お楽しみ抽選会など
●問い合わせ先／下水道室
  3055-223-1725 5055-223-1729
　（公財）山梨県下水道公社
  3・5055-263-2738

検 索山梨　下水道まつり

9月はがん征圧月間です
　がんに関する正しい知識を身に付
け、がん予防に注意を払うとともに、早
期発見･早期治療のため、がん検診を
受けましょう。
●問い合わせ先／健康増進課
  3055-223-1497 5055-223-1499

検 索山梨　がん

やまなし起業フォーラム
　人気アプリ「LINE（ライン）」を世界的
企業に躍進させた経営者が、起業を志
す方や、何かにチャレンジしたい方に向
けて講演します。
▶日時／9月25日（日）
　　　　午前10時15分～11時30分
▶場所／山梨学院短期大学（甲府市）
▶内容／C Channel 株式会社代表取
　締役  森川亮氏による講演
▶申し込み／
　メール、ファクス（5055-220-3513）
　で、Mt. Fujiイノベーションキャンプ
　実行委員会事務局まで
※参加無料　
●問い合わせ先／
　新事業・経営革新支援課
  3055-223-1544 5055-223-1569

検 索イノベーションキャンプ　山梨

合同不動産公売を実施
　地方税滞納者から差し押さえた土地
や建物の入札公売を実施します。
▶日時／9月6日（火）
　　　　午後1時30分～午後2時
▶場所／東八代合同庁舎（笛吹市）
▶参加資格／滞納者本人などを除き
　どなたでも参加できますが、事前に公
　売保証金の納付などが必要です。
●問い合わせ先／総合県税事務所
  3055-261-9120 5055-261-9127

検 索山梨　合同公売

やまなし食の安全・食育
推進大会を開催します
　食の安全・安心に対する知識や理解
を深めるため、開催します。
▶日時／9月15日（木）
　　　　午後1時30分～4時20分
▶場所／敷島総合文化会館（甲斐市）
▶内容／講演「次の世代へ  ̶環境・食
　育・園芸の魅力を大いに語ろう！̶ 」（講
　師：恵泉女学園大学教授 藤田智氏）、
　優良活動表彰、活動事例発表など
▶申し込み／電話、ファクス
●問い合わせ先／消費生活安全課
  3055-223-1588 5055-223-1320

検 索やまなし食の安全

環境保全審議会委員を募集
▶募集人数／2名以内
▶応募期限／9月21日（水）（当日消印有効）
▶任期／11月10日から2年間
▶応募資格／満20歳以上（応募申込書
　提出日現在）の県内在住者（議員・公
　務員等を除く）
▶応募方法／応募申込書に「今の山梨
　の環境について思うこと」をテーマ
　とした小論文（1200字以内）を添付し
　て提出
●問い合わせ先／森林環境総務課
  3055-223-1634 5055-223-1636

検 索山梨県環境保全　公募

検 索山梨　自殺予防推進大会

富士ふれあいの村まつり
　障害のある方との交流を深めながら
子どもから大人まで楽しめるお祭りです。
▶日時／9月10日（土）
　　　　午前10時～午後2時40分
▶場所／富士ふれあいの村（富士河口湖町）
▶内容／福祉施設や特別支援学校の皆さ
　んによる演技・演奏、模擬店、フリーマー
　ケット、体験工房、お楽しみ抽選会など
●問い合わせ先／富士ふれあいセンター
  30555-72-5533 50555-72-5539

検 索富士ふれあいの村まつり

リニアどきどき体験乗車
希望者募集（山梨県民対象）
▶開催日・便数・募集数／
　11月8日（火）・6便・計340区画
▶応募単位・料金／1区画（2座席）単位
　で2区画（4座席）まで。1区画2,160円
▶募集期限／～9月9日（金）（当日消印有効）
▶応募資格／県内に住所を有する方（同
　乗者も含め全員）
▶応募方法／往復はがきの往信欄に「体
　験乗車希望区画数･座席数」を明記の
　上、代表者（16歳以上の方）の郵便番
　号･住所･氏名･読み仮名･性別･年齢･
　電話番号、同乗者の氏名･読み仮名･
　性別･年齢・在住市町村名を記載。

検 索リニア推進課 体験乗車

※重複申し込み、参加者変更は不可。
　7歳未満で座席不要の幼児を同伴の
　場合はその氏名・年齢、車いすでの
　利用の場合はその旨を明記。その他
　応募要項を必ず確認してください。
●問い合わせ先／リニア推進課
  3055-223-1667 5055-223-1666

〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
山梨県庁「リニア体験乗車」係
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検 索山梨　障害福祉

　障害者幸住条例は、障害がある人とない人がお互いを尊重し、認め合
いながら暮らすことができる「共生社会」の実現を目指しています。
　共生社会を実現するためには、県民一人一人が障害のある人を思い
やり、障害がある人にとっての「社会的障壁」をなくすよう行動すること
が重要です。障害者幸住条例を知り、共生社会の実現に向けて、県民み
んなで進みましょう。

検 索障害者幸住条例条例の詳しい内容は

共生社会の実現を目指す
障害者幸住条例

●問い合わせ先／障害福祉課 3055-223-1460 5055-223-1464

～深めよう理解と交流～
第3回山梨県障害者芸術・文化祭を開催します
▶日時・場所／9月2日（金）～3日（土） 10：00～17：00（3日は15：00まで）  山梨県防災新館1F  やまなしプラザ
▶内容／ 舞台発表、物品販売、盲導犬との触れ合い、風カヲル時コンサート、手話体験講座　など

■障害がある人が利用しにくい施設
■障害がある人が利用しにくい制度
■障害がある人の存在を意識していない慣習、文化
■障害がある人へのいわれのない差別や偏見　など

障害がある人にとっての「社会的障壁」

障害者幸住条例の３つの施策と主な取り組み

共生社会の実現
解消

障害者の福祉の推進

　心身に障害がある人や高齢の人、子どもを連れて
いる人など、大勢の方が利用する建物等のバリアフ
リーを推進します。

♥車いすが容易に転回できる多目的トイレの設置
♥段差のない廊下、階段への手すりの設置
♥大規模小売店舗等への障害者用駐車区画の設置  など

障害を理由とする差別の解消

　雇用や芸術文化活動等のあらゆる分野で、参加す
る機会を確保したり、障害がある人とない人との相
互理解を深めるため、交流の機会などを増やします。

　障害を理由とする不当な差別の禁止及び合理的な
配慮の提供を進めるとともに、相談体制や支援体制
を構築し、障害者差別の解消を図ります。

♥行政や事業者に対して、障害のある人から、事業に関する社会的障壁の除去の
　申しいでがあった場合、負担が過重でなければ、合理的な配慮を提供するよう規定
♥障害者差別地域相談員を全市町村に配置するなど、相談支援体制を整備

♥障害の特性や合理的な配慮を理解するための「ガイドブック」を作成・配布
♥障害者の社会参加に理解のある事業所を「心のバリアフリー宣言事業所」として
　登録・公表
♥障害のある人が安心・安全にスポーツを楽しめるよう、専門の指導員を養成・派遣
♥障害のある人の意思疎通の機会を確保するため、手話通訳者等の充実を図る など

福祉のまちづくりの推進
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原則毎月1日に新聞と山梨県ホームページ http://www.pref.yamanashi.jpに掲載


